



















集長をつとめた（1948 年－ 1962 年）。しかし，1962 年に編集長を解任され，翌
1963 年からは東ドイツの国家公安局（Stasi）の監視の下，軟禁状態 1) におかれる。
1971 年に故郷を捨てて西側へ亡命し，1981 年，シュタウフェンで亡くなった。
　フーヘルには四つの時期がある。第 1 は，詩人としての立場を確立するまでの
時期（1903 年－ 1947 年），第 2 は，文学雑誌「意味と形式」編集長時代（1948
年－ 1962 年），第 3 は，東ドイツでの軟禁時代（1963 年－ 1971 年），第 4 は，西
ドイツでの亡命生活時代（1971 年－ 1981 年）である。フーヘルは各時期の詩を
編集して，第 1 詩集『詩』（Gedichte 1948 年），第 2 詩集『街道 街道』（Chausseen 
Chausseen 1963 年），第 3 詩集『余命』（Gezählte Tage 1972 年），第 4 詩集『第九
時』（Die neunte Stunde 1979 年）を公刊した。
　第 1 詩集『詩』は 3 部構成になっている。第 1 部はフーヘルの幼少年時代，第




　第 2 詩集『街道 街道』では，まず冒頭詩「徴」（Das Zeichen）によって，「徴」・「こ
とば」のテーマ 2) が設定される。詩集の第 I 部～第 III 部は平和な時代，第 IV 部










































一部族名 Serbja のドイツ語表記である Sorben（ゾルベン人）に変更した。一方，
ソ連は，大農場を解体してその土地を農業労働者へ分配することによって（「農地
改革」），農業労働者を大地主から解放し自立させた。それまで大地主の下で苦しい
生活をしていた農業労働者は，この「農地改革」を歓迎した。1945 年～ 1948 年の
ソ連占領地区では，民族 / 民衆の自立が謳われていた。とくにゾルベン人（ヴェ
ンデン人）はこの民族 / 民衆の自立化政策の象徴的存在であった。




地区の思潮（民族 / 民衆の自立）が反映している 5)。この詩集の第 2 詩「ヴェン
デンの荒野」（Wendische Heide）と最後の詩「帰郷」（Heimkehr）にヴェンデン人 6)
の形象が現れる。
　詩集『詩』の第 2 詩「ヴェンデンの荒野」（GW. I, S. 50 f.）は，1934 年に発表
された詩「ヴェンデンの荒野」（Die wendische Heide: GW. I, S. 276）がもとになっ
ている。1934 年稿と 1948 年稿との間で大きく異なる点は，1934 年稿の「牧人」
（„Hirt“: Str. 2, V. 2）が，1948 年稿では「太古の牧人」（„Uralter Hirt“: Str. 2, V. 1）と
なり，しかも，この「太古の牧人」が守るものに「民」（„Volk“）ということばが
2 回用いられている点である。1 回目の「民」（Str. 2, V. 1）は，ヒツジの群れとほ
ぼ同義であるが，2 回目の「民」（Str. 5, V. 1）は，ヒツジの群れを超えて，人間の
部族をも意味している。「牧人」は「雄ヒツジの鈴の音に囲まれて」はいるが，そ
の「民」は「ちりぢりになって」失われ，「牧人」は「ひとり斜面に立って」いる





　詩集『詩』最後の詩「帰郷」（GW. I, S. 109 f.）は，故郷に帰郷した場面から始
まる。その故郷の村は破壊されていて，耕地も荒れはてている。大鎌はさび，砕
土をするにも犂き返すための家畜がない（Str. 3）。こんな光景を前に絶望してい
るときに，「ひとりの女がヴェンデンの森からやって来」て（Str. 4, V. 5），「やぶ
に姿を消した / やせこけた家畜を捜し」（Str. 4, V. 6-7），「犂のさびをハンマーで
打ち落とし」（Str. 4, V. 10），「石だらけの畑を犂き返し」（Str. 5, V. 5）始めた。絶
望していた人間の先頭に立って，明日を切り拓こうとしているのは，「諸民族 / 民








いく（クレム , S. 183 ff.）。農民にとってみると，やっと手に入れた農地が没収さ
れるのに等しかった。多くの農民が土地を捨てて，西ドイツへと移住していった。
　フーヘルは 1951 年に詩「ヴェンデン湿地村年代記」（Chronik des Dorfes Wendisch-
Luch: GW. I, S. 293-295）を発表する。ここでは，ヴェンデンの老婆が森から帰っ
てくる（Str. 1-3）。老婆は，雨のなかを疲れてゆっくりと歩き，燃料のまきを引き
ずっている。そして，そのまきで「自分のスープを料理する」（Str. 3, V. 7）だけ






てい」る（Str. 8, V. 4）。ここには社会主義国家のなかの民族 / 民衆の現実が表現さ
れている。
　フーヘルは，1971 年 4 月に西側へ亡命する。そのさい，イタリアに一時滞在
し，そこで詩「オリーブ樹とヤナギ」（Ölbaum und Weide: GW. I, S. 187; 詩集『余
命』所収）をつくる（1971 年 9 月）。この詩には，1951 年から 20 年ぶりに「ヴェ
ンデン」ということばが現れる。この詩のなかの「ヴェンデンのヤナギの母たち」





















するフランス語の gitan や英語の Gypsy が生まれた。彼ら自身は自分たちのこと
を Sinti などと称した（Rao-Casimir, S. 444）。一方，オスマン帝国の支配下のバル
カン半島に残った人々は自身を Roma と称した。Roma は，オスマン帝国内で農奴
として拘束されていたが，オスマン帝国の衰退のなかで農奴から解放され，一部
が 19 世紀に中欧・西欧に移動した。約 500 年の時を経て Sinti と Roma は再会す
るが，彼らの言語や文化は大きく異なっていた（Holl, u. Jonuz, S. 422）。ナチスの
時代には，彼らは大量虐殺に遭った。
　フーヘルは彼らのことを Zigeuner と呼んだ。フーヘルにとって Zigeuner は，狭い
意味での Sinti もしくは Roma ではなく，上のような背景をもった人々全体を表し
ている。本論では，フーヘルの Zigeuner を「ジプシー」と表す。これとの関連で，
Sinti を表すときは「ジプシー（Sinti）」，Roma を表すときは「ジプシー（Roma）」，
Sinti と Roma を同時に表すときは「ジプシー（Sinti/Roma）」とする。
　詩集『詩』の第 1 詩「由来」（Herkunft: GW. I, S. 49 f.）は，フーヘルの幼少年時
代の農村にいた「鋳掛け屋（＝ジプシー）」（Str. 3），「下女」（Str. 4），「下男」（Str. 
5）の姿を描いている。そして，彼らを「友人たち」（Str. 2, V. 7; Str. 6, V. 2）と記
している。詩集『詩』がツィクルスとして展開する民族 / 民衆の自立の歴史の初
めにジプシー形象が置かれている。
　詩集『街道 街道』の冒頭詩「徴」（GW. I, S. 113 f.）は，フーヘルの新しい詩論・
自然観を示す重要な詩であり，この詩集のツィクルス構造の起点となる詩である。
その第 5 連は，「だれが書いたのか，/ 警告の文字を / それはほとんど解読でき




　詩集『街道 街道』第 II 部第 2 詩「バルチク近郊の峡谷」（Schlucht bei Baltschik: 


















　軟禁生活時代の詩集『余命』第 I 部第 6 詩（表題なし : GW. I, S. 179）は，「奇
術師たちは去っていく」（„Die Gaukler sind fort“）に始まり，「高名な奇術師たちは
去っていく」（„Die hochberühmten Gaukler sind fort“）に終わる。ここにジプシーが
登場する。詩のなかの「奇術師たち」は，直接的にはジプシーの旅芸人をさして
いるが，間接的にはフーヘル自身を意味している。また，ドイツを意味する「カ
シ」（Str. 1, V. 8; Str. 3, V. 1）には，悪のシンボルである龍の皮膚をもったコウモリ




　亡命生活時代の詩集『第九時』の第 III 部は，ジプシー形象をもつ下の 3 つの
詩で枠がつくられている。
　第 III 部第 2 詩「東部の川」（Östlicher Fluß: GW. I, S. 242 f.）は，フーヘルの故
郷の自然を背景にしている。そこでは，「（ヤナギの）根には / 放浪者たちの / 秘
密が隠されている」（Str. 2, V. 2-4）。しかし，その実体は，「乏しい宝物，/ さびた




　第 III 部の最後から 2 番目の詩「途上」（Unterwegs: GW. I, S. 245 f.）では，「凍り
ついた葉たちが / 群れとなってさまよっていた，/ 針金をめぐらせたその日が / そ
の群れを火の穴の上で倒した」（Str. 1, V. 1-4）として，ジプシー（Sinti/Roma）の
大量虐殺が暗示される。そして，魔術的な「火打石鎌」（„die Feuersteinsichel“: Str. 




　第 III 部の最後の詩「魔術消去」（Entzauberung: GW. I, S. 246 f.）7) では，ジプ










（Str. 4）。しかし，このうわさに対して，最終連は，「本当は / イタウ，ジプシー
の男は / 明るい七月に / アザミの司教紅紫色のなかを通って / 永遠に去っていっ
たのだ」（Str. 5, V. 1-5）として，「十月末に」あのジプシーの男がこの村で魔術を
使うことはありえないことを示す。このようにして，「追放された王」としてのジ
プシーの男の魔術性が消去されていく。
　詩集『第九時』第 III 部のジプシー形象をもつ上の 3 つの詩は「魔術消去」を
モティーフにしている。とくに，第 III 部最後の詩「魔術消去」には，このモティー

































　詩集『余命』第 III 部の詩「ヨルダン川のほとりで」（Am Jordan: GW. I, S. 201）
は，アブラハムの死の場面を描いている。しかし，その描き方は，旧約聖書に則
したものではない。旧約聖書ではマクペラの洞穴に葬られたアブラハム（「創世
記」第 25 章第 9-10 節）が，詩「ヨルダン川のほとりで」では煙となって天にの
ぼることを願うが（Str. 1），これは，フーヘルの原風景において，人間と天空と
が一体になっていたからである（杉浦 , S. 197-201）。また，旧約聖書ではカナン
山地に住んでいたアブラハムが，フーヘルの詩ではヨルダン川のほとりに現れる
が（Str. 2），これは，フーヘルの原風景が川辺にあったからである（杉浦 , ebd.）。
この詩のアブラハム形象にはフーヘルの原風景が投影されている 10)。
　詩集『余命』は，独裁的国家における「徴」・「ことば」のテーマをツィクルスと
してあつかっている。その第 V 部第 1 詩（表題なし）「林，/……」（„Gehölz,/...“: 
GW. I, S. 213）は，東ドイツでの軟禁生活時代の「徴」・「ことば」の状況を表し
ている。そこでは，「ことば」（Str. 2, V. 4）は，本拠地の地下から引きずり出され
て，「掘り砕かれたヨブの骨」（Str. 3, V. 4）となっている。
　詩集『第九時』は，異郷での「徴」・「ことば」のテーマをツィクルスとして表
している。その第 II 部第 1 詩「出会い」（Begegnung: GW. I, S. 235 f.）では，フー
ヘルは「天使の言語」（Str. 7, V. 2）で語りながら，荒廃した「ことば」，すなわち「バ






　詩集『余命』第 I 部第 4 詩「到着」（Ankunft: GW. I, S. 177 f.）は，「イザヤ書」
第 28 章第 1 節のことば「わざわいだ，エフライムの酔いどれたちの豪華な冠よ，
しおれた花よ」（„Weh der prächtigen Krone der Trunkenen von Ephraim, der welken 
Blume...“: Die Luther-Bibel, S. 7653）を引用することによって（„Weh der verlorenen/
Krone von Ephraim,/der welken Blume“: Str. 2, V. 7-9），詩を古代イスラエルの北王国
（別名エフライム）と結びつけ，アッシリア帝国に占領された北王国から敗走する
兵士を描いている。しかし，この詩は，現代の形象（「降参」を意味する「白い肩
帯」„weißen/...Schärpen“: Str. 1, V. 1-2，「刈り取り機」„Mähmaschine“: Str. 2, V. 10）
やフーヘルの世界の形象（「巫女たち」„Sibyllen“: Str. 1, V. 7，「バン」„Teichhuhn“: 
Str. 2, V. 2）をも用いて，古代イスラエル史の北王国からの敗走に第 2 次世界大戦
末期のフーヘルの敗走体験を重ねている。
　詩「到着」は，詩集『余命』の第 I 部第 4 詩に位置づけられている。この詩の
















　詩集『余命』第 IV 部第 4 詩（表題なし）「11 月 /……」（„November/...“: GW. I, 
S. 205）は，「バビロン捕囚」を題材にし，「エゼキエル書」冒頭部分（第 1 － 3
章），すなわち，バビロンのケバル川のほとりで神がエゼキエルに啓示を与える場
面を描いている。しかし，詩「11 月 /……」はこの場面の再現ではない。フーヘ




（Str. 3, V. 1-2; V. 3-4）のは，フーヘルの詩の世界の事象である。さらに，詩「11
月 /……」では，「エゼキエル書」とは逆に，天から何も啓示が下されない。「捕
虜たち」は力なく横たわっている（Str. 2）。
　詩「11 月 /……」は，詩集第 IV 部第 4 詩に位置づけられている。この詩の前後
はつぎのように配列されている。第 1 詩「隣人たち」（Die Nachbarn）は，湖に飛
来するアオサギとこれに食われるばかりで逃げ出すことのできない魚やカエルを
寓意的に描く。第 2 詩「応答不能」（GW. I, S. 204）は，「徴」と「ことば」をテー
マにしているが，文化大革命で徹底的に否定された文人官僚の形象を挿入してい
る（„eines Mandarinen“: Str. 2, V. 5）。第 3 詩「ヴィズナールへの通りで」（Auf der 
Strasse nach Viznar: GW. I, S. 204）は，フランコ一派に「捕縛され者たち」（Str. 2, V. 





　一方，東ドイツからの敗走（亡命）というイメージをもつ第 I 部第 4 詩「到着」
と東ドイツのなかの捕虜というイメージをもつ第 IV 部第 4 詩「11 月 /……」は，
第 I 部と第 IV 部の同じ第 4 詩として呼応している。この呼応は，第 I 部第 2 詩







　詩集『第九時』第 I 部第 2 詩に「アンモン人」（Der Ammoniter: GW. I, S. 230）と
題する詩がある。「創世記」では，アンモン人はアブラハムの甥ロトの息子ベン･










　フーヘルは「エレミア書」第 19 章第 1－11 節に沿って詩「アンモン人」を書い
ている。しかし，「エレミア書」では，預言者エレミアがエルサレム破壊の比喩
として，ひとつだけ壷を砕いているのに対して，フーヘルの詩では，「毎日壺を焼











　詩「アンモン人」は詩集『第九時』第 I 部第 2 詩に位置づけられている。第 I 部
全体はつぎのように配列されている。第 1 詩（表題なし）「ニワトコ……」（„Der 
Holunder...“）は，ギルガメシュ伝説を素材にして，故郷を捨てたエンキドゥが異
郷で死ぬ場面を描いている。第 2 詩は「アンモン人」である。第 3 詩「メルポメ
ネー」（Melpomene）は，ペルシャ帝国の王ダレイオスのスキタイ遠征を題材に
して，異郷を敗走しながら，異郷での死と向かい合っているペルシャ兵たちを
「我々」（Str. 3, V. 4）ととらえて描いている。第 4 詩「オデュセウスの墓」（Das 
Grab des Odysseus）は，イタリア系のオデュセウス伝説を題材にして，故郷を離
れた人間の運命，すなわち，異郷をさまよううちに，すべてが無に帰してしまう
運命を描いている。第 5 詩「アダの矢じり」（Pfeilspitze des Ada）は古代メソポタ
ミアの考古学出土品を表題にし，砂漠の放浪の民の風景と死の幻影とを重ねてい












　20 世紀のユダヤ人に関連しうる形象はつぎの 2 詩に現れる。
　詩集『詩』第 3 部第 3 詩に「ハンス・A.・ヨアヒムの思い出のために」（In 
memoriam Hans A. Joachim: GW. I, S. 96 f.）がある。この詩は，「I アンティーブ岬」












　詩集『余命』第 II 部第 2 詩「遺文書」（Nachlässe: GW. I, S. 185）は，ワルシャ
ワ・ゲットー蜂起（1943 年 4 月 19 日－ 5 月中ごろ）12) のさいに，ユダヤ人たち





















なっているが，第 2 詩集『街道 街道』以降は役割をもたない。ジプシーの形象は，
4 詩集すべてにおいて，各詩集が展開するテーマに密接に結びついている。また，
第 2 詩集以降は，フーヘル自身を映す形象となっている。ユダヤ人の形象は，旧










1) フーヘルはつぎのように述べている，「ほぼ 8 年間私はポツダム近郊のヴィルヘ
ルムホルストの自宅で完全に隔離されて生活していた。［中略］スパイが向かい
に住んでいた。このスパイは，私を訪ねてくれた数少ない友人の車のナンバーを
記録していた」（GW. II, S. 373）。身体を拘束されることはなかったので，外出す
ることはできたが，シュタージ（Stasi）が監視していた（Walther, S. 291: Stasi の







3) これらの各詩集について，1986 年に Joachim Müller は，論文 Verwandelte Welt – Zur 





的な配列がある」（Müller, S. 166）。しかし，Müller 以降この点をテーマにした研
究はなかった。杉浦謙介の博士論文『フーヘル研究―詩集のツィクルス構造と















から「アルト・ランガーヴィッシュでの子供時代」（Kindheit in Alt-Langerwisch: 
フーヘル自身の少年時代の思い出を題材にした詩）へと変更される。これによっ
て，民族 / 民衆の自立の歴史の出発点が消えている。また，第 3 部では，詩「ハ
ンス・A.・ヨアヒムの思い出に」（In memoriam Hans A. Joachim）が削除され，詩






を担当した Piper 書店の原稿審査係長 Otto F. Best は，のちに（1982 年 9 月 9 日）
Axel Vieregg にあてて，「詩集『星筌』の詩は私が選出しました。詩集表題もまた
私の提案によるものです。私は当時の文学原稿審査係長として全体をフーヘルと






んでいたスラブ人を表す総称です」（1958 年 1 月 31 日づけ Ludvík Kundera あて





と（興ざめさせること）」を意味する。Franz Grillparzer の詩集 Gedichte（1872 年）
の詩 Entzauberung では，表題の Entzauberung は，「伝説の国」（V. 8）にいるかの
ように感じた錯覚から現実にもどることを意味する（Deutsche Lyrik von Luther bis 
Rilke, S. 37426）。Bruno Wille の詩集 Der heilige Hain（1908 年）の詩 Entzauberung
では，表題の Entzauberung は，夕日によって美しく変貌した都市が，夜になって，










8) 詩に用いられている „Mittelgraben“（Str. 2, V. 8）は，フーヘルの故郷の村 Alt-
Langerwisch に実在する水路の名称である。フーヘルが少年時代をすごした農
家の北側は低地に向かってゆるやかに下っている。100m ほど下ると，東西
に 3km 程度の長さの Mittelgraben がある。つぎの地図にも記載されている：
Gebhardt, Lutz: Rad- Wander- & Gewässerkarte. Havelseen Werder-Potsdam. Ilmenau 
und Ostseebad Wustrow (grünes herz) 2005。詩の場所を自分が育った村に設定する
ことによって，この詩に登場するジプシーとフーヘル自身とをさらに近づけてい
る。







10) アブラハム形象をフーヘルは，1932 年以前の初期の詩「アブラハム」（Abraham: 
GW. I, S. 11 f.）で用いている。この詩では，神（ヤハウェ）と人間（アブラハム）
との関係が逆転させられ，宗教に対するフーヘルのパロディー的批判が表されて
いる。
11) フーヘルは詩「アンモン人」を Axel Vieregg に送るさいに「私の定義」（1 ～ 5）











12) 詩 集『 街 道 街 道 』 第 V 部 第 3 詩「 ワ ル シ ャ ワ の 記 念 銘 板 」（Warschauer 
Gedenktafel: GW. I, S. 153）は，ワルシャワ蜂起（1944 年 8 月 1 日－ 10 月 2 日）
を題材にしている。ワルシャワ蜂起にはユダヤ人は加わっていない。これより 1
年以上前のワルシャワ・ゲットー蜂起（1943 年 4 月 19 日－ 5 月中ごろ）のあと，
ユダヤ人はワルシャワから追放されていたからである（Benz et al., S. 795 f.）。
引用文献
Benz, Wolfgang, u. Hermann Graml, u. Hermann Weiß (Hrsg.): Enzyklopädie des 
Nationalsozialismus. 3. Aufl. München (dtv) 1998. 
Holl, Kurt, u. Sefedin Jonuz: Die Minderheiten der Roma (und Sinti). In: Cornelia Schmalz-
Jacobsen, Georg Hansen (Hrsg.): Ethnische Minderheiten in der Bundesrepublik 
杉浦　謙介

Deutschland. München (Beck) 1995, S. 420-433.
Huchel, Peter: Gesammelte Werke. 2 Bde. Hrsg. von Axel Vieregg. Frankfurt am Main 
(Suhrkamp) 1984. ［GW と略記］
Deutsche Lyrik von Luther bis Rilke. Digitale Bibliothek Bd. 75. Berlin (Directmedia) 2003.
[Die] Luther-Bibel. Originalausgabe 1545 und revidierte Fassung 1912. Digitale Bibliothek 
Bd. 29. Berlin (Directmedia) 2000. 
Müller, Joachim: Verwandelte Welt. Zur Lyrik Peter Huchels. In: Axel Vieregg (Hrsg.): Peter 
Huchel. Frankfurt am Main (Suhrkamp) 1986, S. 166-174.
Nijssen, Hub: Der heimliche König. Leben und Werk von Peter Huchel. Nijmegen 
(Universiteitdrukkerij Nijmegen) 1995.
Rao-Casimir, Aparna: Die Minderheiten der Sinti (und Roma). In: Cornelia Schmalz-Jacobsen, 
Georg Hansen (Hrsg.): Ethnische Minderheiten in der Bundesrepublik Deutschland. 
München (Beck) 1995, S. 442-453. 
Vieregg, Axel: Ein Gedicht nach Auschwitz. Peter Huchels »Der Ammoniter«. In: Axel Vieregg 
(Hrsg.): Peter Huchel. Frankfurt am Main (Suhrkamp) 1986, S.216-229.
Walther, Peter (Hrsg.): Peter Huchel. Leben und Werk in Texten und Bildern. Frankfurt am 
Main/ Leipzig (Insel) 1996.
クレム , フォルカー（大藪輝夫 / 村田武訳）：『ドイツ農業史』．大月書店 1980.
杉浦謙介：「ペーター・フーヘル」. In: 神品芳夫（編著）：『自然詩の系譜』. みすず書
房 2004, S. 196-239.
ペーター・フーヘルの詩集のなかの少数民族形象

Zu den Figuren der ethnischen Minderheiten
von Wenden, Zigeunern und Juden
in den Gedichtbänden Peter Huchels
Kensuke SUGIURA
Peter Huchel (1903-1981) hat vier Gedichtbände veröffentlicht: Gedichte (1948), 
Chausseen Chausseen (1963), Gezählte Tage (1972) und Die neunte Stunde (1979). 
Sie zeigen zyklische Strukturen und halten Figuren der ethnischen Minderheiten 
von Wenden, Zigeunern und Juden fest. In dieser Abhandlung werden die folgenden 
Fragen gestellt:
-Was für Rollen spielen die Figuren der ethnischen Minderheiten in den zykli-
schen Strukturen?
-Was bedeuten die Figuren der ethnischen Minderheiten für Huchel?
-Wie spiegeln sich die Massaker und die sozialistische Politik zur Selbständig-
keit der Völker im 20. Jh. in den Figuren der ethnischen Minderheiten wider?
Die wendischen Figuren im zweiten Gedicht Wendische Heide und im letz-
ten Gedicht Heimkehr spielen im Rahmen des Gedichtbandes Gedichte, der die 
Geschichte zur Selbständigkeit der Völker in zyklischer Struktur entwickelt, die 
Hauptrolle. Als sich nach der Gründung der DDR im Jahr 1949 die Politik zur Selb-
ständigkeit der Völker als eine zum Sozialismus entlarvte, haben die wendischen 
Figuren bei Huchel an Wichtigkeit verloren und im Gedicht Chronik des Dorfes 
Wendisch-Luch (1951) wurde die Armut des Volks in der DDR gezeigt. Nach der 
Emigration aus der DDR im Jahr 1971 stellte Huchel im Gedicht Ölbaum und Weide 
ein illusionäres Bild der „wendischen Weidenmütter“ dar, das gemischt aus wendi-
schen Frauen und Weiden besteht. Im Wandel der wendischen Figuren bei Huchel 
kann man die Entwicklungen der Politik in der Sowjetischen Besatzungszone und die 
Verwandlungen des Lebens von Huchel sehen. Ein Einfluss von den Massakern ist in 
den wendischen Figuren nicht erkennbar.
Die zigeunerischen Figuren beziehen sich in allen Gedichtbänden Huchels eng 
auf die Themen, die sich in der zyklischen Struktur entwickeln. Im Gedichtband 
Gedichte steht die zigeunerische Figur im ersten Gedicht Herkunft, d.h. am Anfang 
der Geschichte zur Selbständigkeit der Völker. Im Gedichtband Chausseen Chaus-
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seen beziehen sich die zigeunerischen Figuren in den Gedichten Das Zeichen, 
Schlucht bei Baltschik und Caputher Heuweg auf das Thema des Gedichtbandes: 
Zeichen und Sprache in der Geschichte zum Kalten Krieg. Im Gedichtband Gezählte 
Tage stellt die zigeunerische Figur im Gedicht „Die Gaukler sind fort ...“ (ohne Titel) 
das Thema des Gedichtbandes dar: Hausarrest und Emigration oder Zeichen und 
Sprache im diktatorischen Staat. Im Gedichtband Die neunte Stunde beziehen sich 
die zigeunerischen Figuren in den Gedichten Östlicher Fluß, Unterwegs und Entzau-
berung auf das Thema des Gedichtbandes: Leben und Sterben im Exil oder Zeichen 
und Sprache in der Fremde, und auf das Motiv der Entzauberung. Im zweiten bis zum 
vierten Gedichtband deuten die zigeunerischen Figuren den Dichter Huchel selbst 
an. Die Politik zur Selbständigkeit der Völker spiegelt sich in der zigeunerischen 
Figur im Gedichtband Gedichte wider. Aber sie spielt eine viel kleinere Rolle als die 
wendischen. Die Massaker an den Zigeunern sind in zwei zigeunerischen Figuren nur 
angedeutet.
In der Literatur und den bildenden Künsten werden Juden nicht nur als Men-
schen der Welt, sondern auch als Figuren aus dem Alten Testament dargestellt. Die 
jüdischen Figuren Huchels zeigen sich in seinen Gedichten öfter in den Figuren aus 
dem Alten Testament als in den Menschen der Welt. Im Gedichtband Gezählte Tage 
stellen die jüdischen Figuren aus dem Alten Testament von Ephraim, Gefangenen 
in Babylonien und Hiob in den Gedichten Ankunft, „November ...“ (ohne Titel) und 
„Gehölz ...“ (ohne Titel) in engen Beziehung zur zyklischen Struktur das Thema 
dar: Hausarrest und Emigration oder Zeichen und Sprache im diktatorischen Staat. 
Die Figur Abraham im Gedicht Am Jordan in demselben Gedichtband bildet die 
poetische Landschaft Huchels ab. Im Gedichtband Die neunte Stunde stellen die 
jüdischen Figuren aus dem Alten Testament von einem Ammoniter und von Babel in 
den Gedichten Der Ammoniter und Begegnung in enger Beziehung zur zyklischen 
Struktur das Thema dar: Leben und Sterben im Exil oder Zeichen und Sprache in 
der Fremde. Die jüdischen Figuren in der Welt zeigen sich im Gedicht In memoriam 
Hans A. Joachim im Gedichtband Gedichte und im Gedicht Nachlässe im Gedicht-
band Gezählte Tage. Der Jude Hans A. Joachim wurde in Auschwitz ermordet. Aber 
im Gedicht ist keinen Einfluss von den Massakern der Juden ersichtlich. Das Gedicht 
Nachlässe hat als Stoff den Aufstand im Warschauer Getto im Jahr 1943. Aber es 
behandelt das Thema des Gedichtbandes: Zeichen und Sprache im diktatorischen 
Staat und drängt das Bild von den Massakern in den Hintergrund. Die Politik zur 
Selbständigkeit der Völker spiegelt sich nicht in den jüdischen Figuren wider. 
Die Figuren der ethnischen Minderheiten von Wenden, Zigeunern und Juden 
spielen in den Gedichtbänden Huchels verschiedene Rollen. Aber diese Figuren 
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beziehen sich eng auf die Struktur des Gedichtbandes, wenn sie darin auftreten.
